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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
２
月
は

春
の
湿
っ
た
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
ハ
ウ
ス

栽
培
等
の
施
設
に
多
大
な
る
被
害
が
発
生

し
、
１０
月
に
は
台
風
被
害
が
、
１１
月
に
は

地
震
に
よ
り
き
の
こ
栽
培
施
設
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
農
家
の

皆
様
方
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
価

格
の
低
迷
、
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
、
遊

休
荒
廃
農
地
の
増
加
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る

情
勢
な
ど
、
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
特
に
円
安
に
よ
る
燃
料
や
資
材
価
格

の
高
騰
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ

り
、
本
市
農
業
に
と
り
ま
し
て
は
、
極
め

て
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
（
規
制
改
革
会
議
）
で
は
、

日
本
農
業
再
生
に
向
け
「
攻
め
の
農
業
」

と
し
て
、
各
種
制
度
の
創
設
、
農
地
改
革

な
ど
新
た
な
施
策
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
企
業
の
農
業
参
入
や

農
地
所
有
の
解
禁
、
農
業
委
員
の
公
選
制

廃
止
・
首
長
選
任
化
、
委
員
定
数
の
削

減
、
建
議
等
意
見
公
表
の
廃
止
、
許
認
可

権
限
の
首
長
移
管
な
ど
の
農
業
改
革
を
進

め
る
た
め
の
も
の
で
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
生
産

法
人
、
農
業
委
員
会
の
改
革
を
３
点
セ
ッ

ト
で
断
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
農
業
委
員
会
と
し

て
は
、
こ
れ
ら
経
済
界
や
大
企
業
の
経
営

観
点
か
ら
の
改
革
案
に
反
対
し
、
農
業
の

再
生
や
発
展
に
向
け
た
施
策
を
提
案
や
要

請
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
農
業
委
員
会
活
動
の
重

点
事
項
と
し
ま
し
て
は
、
遊
休
荒
廃
農
地

の
解
消
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
、
農
産

物
の
振
興
策
、
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化
、

農
道
・
水
路
等
の
整
備
、
他
産
業
と
の
連

携
強
化
と
し
、
中
野
市
行
政
、
Ｊ
Ａ
と
共

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
、
当
農
業
委
員
会
業
務
に

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
輝
か
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

致
し
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
て

会
長
　
髙
橋
幸
造

　
農
業
委
員
会
で
は
、
中
野
市
農
業
の

発
展
と
活
性
化
を
目
指
す
た
め
、
地
域

農
業
者
を
代
表
す
る
機
関
と
し
て
、
農

業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第
６
条
第

３
項
の
規
定
に
よ
り
、「
農
業
振
興
施

策
に
関
す
る
建
議
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
建
議
は
、
平
成
２６
年
９
月
２8
日
開
催

の
農
業
委
員
会
定
例
会
に
お
い
て
可
決

し
、
１０
月
２１
日
に
建
議
書
を
池
田
市
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

∧
建
議
項
目
∨

①
遊
休
荒
廃
農
地
対
策

②
担
い
手
の
育
成
・
確
保

③
農
産
物
の
振
興
策

④
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

⑤
農
道
・
農
業
用
水
路
等
の
整
備

⑥
他
産
業
と
の
連
携
強
化

⑦
農
業
改
革

以
上
７
項
目
で
す
。

２９ ２０１５．１農業委員会だより

農
業
振
興
施
策
の
建
議

▲建議書提出の様子



農業委員会だより
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３０２０１５．１ 農業委員会だより

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。毎
年
８
月

と
９
月
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
み
る
と
、農
産
物
の
価

格
低
迷
や
後
継
者
不
足
そ
し

て
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が

進
み
、年
々
耕
作
放
棄
地
が
増

え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
耕
作
放
棄
地
は
、真
剣
に
農

業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
々

の
園
地
に
、病
気
や
害
虫
に
よ

り
多
大
な
迷
惑
が
か
か
り
ま
す

の
で
、農
地
を
荒
廃
さ
せ
な
い

様
に
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
農
地
を
借
り
て
規
模
拡
大

を
し
た
い
方
や
、耕
作
が
出
来

な
く
な
っ
た
方
は
農
業
委
員
会

に
相
談
を
し
て
下
さ
い
。特
に

樹
園
地
に
つ
い
て
は
伐
採
す
る

前
に
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
委
員
　
小
林
健
一

農
地
部
会
　
坂
原
久
幸

　
昨
年
１１
月
４
日
に
農
地
・
農
政

部
会
が
合
同
で
、
替
佐
の
マ
ス
ニ

農
園
、
岩
船
の
町
田
ぶ
ど
う
園
、

三
ツ
和
の
㈲
池
田
産
業
、
草
間
の

信
州
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
を
研
修
視

察
し
ま
し
た
。

　
最
初
の
マ
ス
ニ
農
園
は
、
替
佐

の
袖
山
の
丘
に
、
リ
ン
ゴ
の
ふ
じ

を
中
心
に
約
３
・
５
㌶
栽
培
し
て

い
ま
す
。
有
機
質
肥
料
で
3０
年
以

上
か
け
て
土
づ
く
り
を
し
て
、
最

高
の
品
質
の
り
ん
ご
を
作
り
上
げ

「
つ
ね
に
美
味
し
さ
を
追
求
し
て

い
る
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
町
田
ぶ
ど
う
園
で
は
、
手

を
掛
け
て
約
４
㌶
の
ぶ
ど
う
を
栽

培
し
て
い
る
。
園
地
は
、
市
内
の

ほ
か
に
須
坂
市
内
に
も
あ
り
、
農

機
具
な
ど
を
分
散
し
て
管
理
運
営

を
し
て
い
ま
す
。

　
３
カ
所
目
の
㈲
池
田
産
業
の
太

陽
光
発
電
施
設
で
は
、
き
の
こ
工

場
の
屋
根
に
出
力
5０ 

kW
、
多
目
的

に
利
用
出
来
る
鉄
骨
を
土
台
に
出

力
5２ 

kW
の
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
複

合
的
に
き
の
こ
施
設
の
電
力
供
給

と
売
電
を
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
信
州
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド

　
振
興
部
会
で
は
、
平
成
２5
年
と

２６
年
に
遊
休
荒
廃
地
対
策
と
し

て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
栽
培
し
た

経
過
を
踏
ま
え
、
昨
年
１０
月
１０
日

に
信
濃
町
の
「
農
業
生
産
法
人
㈱

フ
ァ
ー
ム
か
ず
と
」
の
研
修
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　「
フ
ァ
ー
ム
か
ず
と
」
は
、
平

成
２０
年
６
月
に
設
立
、
経
営
面
積

は
１5
㌶
で
、
糖
度
の
高
い
フ
ル
ー

ツ
コ
ー
ン
5０
万
本
を
始
め
、
ニ
ン

ニ
ク
な
ど
の
露
地
栽
培
を
行
い
、

「
お
い
し
い
」
を
基
本
理
念
に
生

振
興
部
会
　
黒
﨑
順
一

産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
法
人
は
、
若
い
農

業
従
事
者
の
育
成
、
農
業
体
験
研

修
、
農
場
見
学
者
の
受
け
入
れ
な

ど
で
、
人
材
交
流
を
通
じ
社
会
に

貢
献
す
る
活
動
を
行
っ
て
ま
す
。

販
売
方
法
も
、
ネ
ッ
ト
直
売
、
小

第
60
回
長
野
県
農
業
委
員
大
会

　
昨
年
１１
月
６
日
に
「
長
野
県
農

業
委
員
大
会
」
が
松
本
市
キ
ッ
セ

イ
文
化
ホ
ー
ル
お
い
て
、
県
内
の

農
業
委
員
が
一
堂
に
会
し
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、「
人
と
農
地
制
度
の

推
進
組
織
」
と
し
て
の
責
務
を
再

確
認
す
る
と
と
も
に
、
政
府
の
成

長
戦
略
の
主
要
課
題
と
し
て
検
討

さ
れ
て
き
た
農
業
委
員
の
公
選
制

の
廃
止
と
、
市
長
村
長
の
選
任
制

へ
の
移
行
や
制
度
改
革
に
関
す
る

要
請
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
者
が
誇
り
と
自
信

を
持
っ
て
農
業
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
基
本
農
政
の
確
立
お
よ
び

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
事
項
や
、

我
々
農
業
委
員
が
農
地
制
度
の
執

行
機
関
と
し
て
、
農
業
者
の
公
的

な
代
表
者
と
し
て
、
そ
の
役
割
と

機
能
を
果
た
す
と
い
う
決
議
も
合

わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
と
し
て
、「
農
業
委

員
会
制
度
・
組
織
改
革
を
め
ぐ
る

情
勢
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
全
国

農
業
会
議
所
専
務
理
事
の
松
本
広

大
氏
の
話
を
伺
い
、
中
央
会
制
度

の
廃
止
、
全
農
の
株
式
化
等
の
現

況
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　「
今
、
日
本
の
農
業
は
百
年
に

一
度
の
激
変
期
を
迎
え
て
い
る
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め

て
、
農
業
委
員
の
果
た
す
責
任
、

役
割
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る

大
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

▲ファームかずと視察の様子

で
は
、
店
内
に
は
８
０
０
人
以
上

食
事
が
出
来
る
場
所
が
あ
り
、
常

時
、
３
人
の
営
業
マ
ン
が
関
西
方

面
で
営
業
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
各
種
施
設
を
視
察
し
ま

し
た
が
、
皆
、
将
来
へ
の
事
業
展

開
を
図
り
、
先
進
的
な
考
え
を
お

持
ち
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

▲農業委員大会の様子

編

後
記

集

芦
澤
孝
幸

売
店
と
の
直
接
取
引
、
契
約
販
売

と
多
岐
に
わ
た
り
、
味
、
品
質
で

は
各
方
面
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
、

今
後
は
６
次
産
業
化
（
コ
ー
ン
ス

ー
プ
製
造
な
ど
）
と
新
し
い
事
業

展
開
を
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
視
察
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

農
業
に
つ
い
て
人
材
育
成
を
含

め
、
農
業
の
企
業
化
や
多
様
化
を

垣
間
見
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。
ま

た
、
元
々
が
建
設
会
社
と
い
う
事

で
、
農
業
へ
の
大
型
機
械
の
導
入

が
で
き
、
個
人
で
は
な
く
企
業
と

し
て
大
規
模
機
械
化
へ
進
む
、
生

産
方
法
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。 ▲町田ぶどう園視察の様子


